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9:00　受付開始
9:15　開会式

9:30　第１セッション
座長　高根 良輔（日本赤十字社和歌山医療センター）
1． 変形性膝関節症、廃用症候群がある症例に対し、
在宅復帰に向け、アライメントに着目した一症例
介護老人保健施設リバティ博愛　西谷 和起
2． 腰痛性間欠跛行により調理活動と屋外移動が制限された症例
－胸椎後弯アライメントの是正が有効であった一例－
やなせ整形外科　リハビリテーション科　神田 裕也
3． 股関節運動時に鼠径部痛を呈した症例
やなせ整形外科　リハビリテーション科　佐久田 衛
４．Anterior Cruciate Ligament再損傷症例における姿勢制御一考察
慈生会山口整形外科　花澤 晃宏 

10:15　第２セッション
座長 片岡 大輔（角谷整形外科）

５．歩数計を用いたセルフトレーニングが腰椎椎体骨折患者の運動機能に与える効果
―症例報告―
貴志川リハビリテーション病院　芝氏 太作
６．当院内での歩行自立度判定におけるClinical Prediction Rulesの試験的開発
貴志川リハビリテーション病院　藤本 威洋
７．閉経後女性における橈骨遠位端骨折の有無と身体機能・運動機能の関連性
貴志川リハビリテーション病院　田村 祐樹
８．要介護高齢女性の筋内脂肪量と歩行自立度との関連
医療法人青松会　河西田村病院　堺 隆示

10:50　第３セッション
座長　雑賀 俊行（中谷病院）
９．知的障害と重度内反尖足を有した成人脳性麻痺者に対し、
薬物療法と整形外科的手術、装具療法により、トイレ移動時の介助量が軽減した一例
那智勝浦町立温泉病院　リハビリテーション科　奥地 昭悟
１０．歩行遊脚期に対するAction Observation Therapyの治療介入について

―脳卒中患者のシングルケースデザイン－
貴志川リハビリテーション病院　田津原 佑介
１１．矛盾性運動を利用した歩行支援具のパーキンソニズムに対する有効性
北出病院　リハビリテーション科　藤堂 博行


11：25　昼休憩

12:30　第４セッション
座長　川口 香容（訪問看護ステーションはやしもと）
１２．地域在住高齢者の最大歩行速度における臨床的に意義のある最小差の検討
貴志川リハビリテーション病院　岡 泰星
１３．介護予防事業におけるアンケート調査結果について　
―理学療法士の参加の意義―
龍神整形外科リハビリテーション科　龍神 正導
１４．地域支援事業へ向けた要支援認定者の訪問実態調査
紀州リハビリケア訪問看護ステーション　山本 真志


13:15　クリニカルレクチャー
高齢者の特徴と生活支援
－訪問に従事する立場から－
株)紀州ライフコーディネートサービス　
  紀州リハビリケア訪問看護ステーション　
リハビリテーション部所長　山本 哲生

14:10　閉会式

※学術大会の進行状況により、終了時間が若干変更される可能性があります。
　ご了承ください。

